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№２４８４ 第３８回例会 ２０１７．５．１１ 
 

点 鐘： 榎本 守男 会長 

進 行： 栗原 典子 ＳＡＡ 

ソング： 君が代 奉仕の理想 

お客様： 榎本夫人 石渡夫人 大網夫人  

 

会長挨拶 

榎本守男 会長 

 
皆さん、こんにちは。先週４日はゴールデンウィ

ークで休会でした。お天気にも恵まれ、それぞれ大

型連休を楽しまれた事と思います。車でお出かけ

の方は渋滞お疲れ様でした。 

本日のお客様を紹介します。大網婦人、石渡婦

人、そして私の愚妻です。３名は明日出発の訪台

団のメンバーです。今日は、壮行会のプログラムを

加えましたので出席いただきました。準備でお忙し

い中、有難うございます。 

昨夜は、渡辺幹事 高橋会員 鈴木会員の 3 名 

で麗ちゃんの店に行ってきました。 

 

台湾語での挨拶の発音練習の為でした。紹興酒

の力を借りてのレッスンでしたが、思うような成果は

出ませんでした。麗ちゃんによると「意味の半分位

は伝わる」との評価でした。明日からこのメンバー10

名で親善に努めてきます。 

三枝会員より訪台団に俳句「虹の橋」が託されま

した。当クラブと台湾嘉義南区扶輪社との姉妹締結

に対して尽力された方々に対しての感謝の句です。

解説については幹事報告の後、三枝会員に直接し

ていただきます。大切にお預かりし、嘉義南クラブ

へ手渡しさせていただきます。有難うございました。 

先日、姉妹クラブ塩山ＲＣの田辺さんより 2620 地

区の合同ｉＭで講演されたノーベル医学・生理学賞 

を受賞された大村智（さとし）先生（山梨県韮崎市）

の本「次世代に繋ぐ３０の言葉」（山梨日日新聞発

刊）を頂戴しました。少しご紹介させていただきます。 

① 実践躬行 （じっせんきゅうこう） 言うだけでは

なく、実際に行動する事。 

自分に出来る事をしていく。 

② 一歩一歩が今日につながる。 

③ 失敗は成功のもと  成功者は、見えないけれ

ど誰よりも失敗を重ねている 

④ 金を残す人間は下、仕事を残す人間は中、人

を残すのが上。私は「上」になりたい。 

⑤ 富士山が高いのは、広大な裾野があるから。 

  私が偉大な賞を受けたのも仲間たちとの広いつ



 

  

ながりがあったから。 

⑥ 教育ほど、確かな投資はない。 

教育に金を使うと必ずいい結果になる。株など

は儲かることがあるが損をすることある。教育は

ソンすることはない。１、２年で結果は出ないが

必ず１０年、２０年で出る。 

先生は、「賞金は？」の問いに、「人材育成に使

ってくれるところに差し上げたい」と話されたそうで

す。もう１冊は「人生に美を添えて」です。まだ読ん

でいません。希望の方にお貸ししますので申し出て

ください。 

話は変わりますが危惧していたことが起こりました。

広島カープが鯉のぼりの季節が過ぎると共に失速

しました。私は５月２６日の東京ドームで行われるカ

ープ対ジャイアンツ戦に同郷広島の友人と応援に

行く予定です。せめて２位でいてほしいと願ってい

ます。 

 次の１８日例会のプログラムは、石渡エレクトの会

長方針の発表の予定でしたが、さきくさの慰問があ

る為、会長、幹事、演奏者、出演者が会場設営に

早めに会場に向かはなければなりません。そこで予

定を、一週繰り上げて次年度の会長方針を話して

いただきます。石渡エレクトよろしくお願いします。

尚 18 日の例会は君津 RC より会長、幹事、45 周年

の委員長がメーキャップに来られる予定です。今日

は訪台団の壮行会も予定しています。 

以上会長挨拶とします。 

 

 

 

 

 

 
       

幹事報告 

渡辺哲夫 幹事 

 
           

１．5月のロータリーレートは、１ドル１１０

円です。 

２．RI 日本事務局より「財団室 NEWS5 月号」

が届いております。（回覧） 

３．今月は「青少年奉仕月間」に伴い、2016-

17 年度国際ロータリー出版物等のリソー

ス  

  のご案内が来ております。（回覧） 

４．一般社団法人 比国育英会バギオ基金よ

り、バギオだよりが届いています。（回

覧） 

５．君津 RC より例会変更のお知らせが届いて

おります。 

日時：４月１７日(月）天鐘１８時 

場所：旅館かわな 

内容：創立４５周年記念式典慰労会 

６．君津 RC より会報が届いております。 

（回覧） 

７．新入会員推薦書の提出がありました。三井

会員の後任として新たに入会する。 

 ・石井 智信さん（㈱マザー牧場 取締役 執

行役員 支配人） 

  なお、詳細につきましては後日三井会員と

共に紹介を兼ね例会に出席する予定です。 

 

連絡事項 

 ・例会終了後、理事会を開催いたします。 

 



 

  

委員会報告 

須藤 隆 ５０周年記念誌編集委員長 

 

５０周年記念誌に関するお知らせ 

昨年１２月から会員全員を対象に記念誌に掲載

する会員のプロフィール提出をお願いしてまいりま

した。４月末日に全員のプロフィールが出揃いまし

たので、志波会員に写真の修整及びレイアウトの統

一を含めて３２名全員のプロフィール編集をお願い

いたしました。 本日皆様に出来上がった各自のプ

ロフィールを配布いたししたので、ご覧いただき、訂

正、または大幅な修正（新しく書き直しても結構）が

あれば再提出をお願いいたします。 

また、会員歴２０年以上の方にはできるだけ、「ロ

ータリーへの思い」を寄稿していただけるようお願

いしてありますが、まだ４名の方しか提出がありませ

ん。 ご協力よろしくお願いいたします。記念誌の

完成にはまだ時間がかかりそうです。 当初は今年

度中と考えておりましたが今の状況ですと完成は次

年度にずれ込む見込みです。皆様のご理解をよろ

しくお願いします。 

 

 

 

 
 

誕生祝 

 
 

誕生祝一言 

高島治雄 会員 

 
８５歳になりました。誕生プレゼントとして明太子・

たらこセットをいただき、ありがとうございます。 

 何度もお話ししていることですが、胃が三分の一

しかない私がよくここまで来られたものと自分なりに

思います。幸いにも三枝病院、家族、良き友人たち

とのお陰と深く感謝しています。 

過日何気なくテレビで長寿の島の原因を探るリポ

ート番組を見ていました。９３歳でまだトラクターに

乗り，畠を耕す様子が写っていました。 

色々原因を見つけているようでしたが、そのうち

の１つ、黒糖の焼酎を毎晩飲む、これがいい！と９

０歳になった元教師の話に共鳴しました。何か自分

の晩酌の正当性をこじつけているようですが、これ

からもよく飲み、よく体を動かし、よく頭を刺激して次

の誕生日まで頑張ろうと思います。どうぞよろしく。 

                  

 

 

 

 



 

  

白石廣 会員 

 
 皆さま、こんにちは。昨日誕生祝いに仙台の牛タ

ンカレーとシチューが届きました。 

私はこの 23 日で満 75 歳になります。毎日高齢

者の自動車事故が報じられています。妻や子供た

ちから気をつけてと言われ、自分でもそのつもりで

おりますが、ウッカリミスでは済まないことだと思う今

日このごろです。 

仙台は長男が大学時に何度か訪れ、牛タン蒲鉾

で一杯やり、瑞巌寺にお参りして家族で楽しく過ご

した事が思い出され、懐かしく思います。 

有難うございました。この機会に改めて無事故で

健康に過ごしたいと思います。先月二人の友が癌

で亡くなりました。ご冥福を祈ります。 

 

白石幸久 会員 

 
誕生祝いをいただいてありがとうございます。 

昭和２２年５月２７日生まれですので、もうすぐ７０

歳になります。５月８日にお祝いが届き，福岡産ひ

とくち餃子「博多八助」です。必ず美味しくいただけ

ると思います。配分は我が家の力関係により家内が

３分の２、私が残りの３分の１です。 

 忙しい日々がまだ続いており、体調を整えるため

朝の散歩（５０分位）と鉄棒を続けています。鉄棒に

ぶら下がると自分の不甲斐なさがよくわかります。 

農業では田植えが終わり、水の管理が大変で毎

日「たまわり（田んぼをまわり水の管理等をすること）」

が日課の一部になっています。 

一番の楽しみは孫に会うことで、６月になったら

家内と一緒に深谷（秩父から転勤）に行きます。今

のところ出掛けるときは、孫といつも手をつなぎます。 

ロータリー活動については、ここ数年増強が活発

になってきており、この灯を消さないよう一会員とし

て頑張っていきます。 

 
 
 
 
 

 
嘉義訪問俳句説明文 三枝一雄会員より 

 

 

 

 

 

 

 



 

  

結婚祝              

 
 

 

結婚祝一言 

神子 恒 会員 

 
 

 

神子勝美 会員 

 
 私は３３歳の時に結婚して、今年で３０年が経ち

ました。何で３３歳で結婚したかと言いますと、父が

胃がんで３３歳の時に亡くなったので、私も３３歳ま

でに胃がんにならなかったら結婚すると決めていて、

大丈夫だったので結婚しました。 

みなさん、健康第一です。 

 

 

次年度方針について        

石渡 鋼 会長エレクト・副会長 

 
標語 「少年の夢再び」           

我が富津中央ロータリークラブはここ数年例会場

の移転問題、半世紀続いてきたクラブの最大イベ

ント５０周年記念式典如何にするかという大きな懸

案がありましたが、千葉前会長、榎本現会長そして

高橋前幹事、渡辺現幹事ともにリーダーシップを発

揮され無事、また成功裡に終えられましたことは記

憶に新しいところです。そうですこの２年度は特別

の年度でした。 

 多事多彩、感動の一年を終えようとしている今、そ

してまだその余韻が残っている今、５１年目の方向

性を見出すことは宴の後の虚脱感に似て、方向定

まらず容易ではありません。取り敢えず難しい事は

抜きにして例会を更に進化させ、楽しく面白いそし

て刺激のあるランチタイムを創りだしたいものです。 

１年３６５回の昼食がある中、凡そ５０回は在る訳

ですから食と時間の占める割合は可成り多く重要

なひと時です。私は例会場は学校の一クラス、それ

も小学校の。昔の６年○○組を思い出してください、

いろんな奴がいて面白かったですねー。みんなそ

れぞれ特徴がありました。何のシガラミも遠慮、世辞

やゴマすりもなく、言いたいことを言い、本音でぶつ

かり合うから喧嘩もありました。そう喧嘩の強い奴、

頭のいい奴、おしゃべりな奴、無口な奴、足の速い

奴、良く休む奴等々が居て自分も含めてそんな中

でもまれて育ってきた気がします。ロータリーは卒

業のない教室です。 

 ということで次年度は 

① 例会の重視・充実 

② 地域での存在感 



 

  

③ 会員増強 

④ 各委員会の個性的な目標の達成 

⑤ 近隣他クラブへの参観 

を挙げて見ました。平野次期幹事共々よろしく

お願い致します。 

 

ニコニコＢＯＸ  

原田雅弐 親睦担当部長 

＊誕生祝いをいただいて 

 高島治雄 白石廣 白石幸久 

＊結祝いをいただいて 

榎本守男 神子恒 神子勝美 

＊老健施設に頂いた桃色吐息が咲きました 

 三枝一雄 

「三枝俊徳日誌」をいただいて 

 渡辺哲夫 石渡鋼 山田昌雄 栗原典子 

小野恒靖 高橋裕之 大網庄一郎 若鍋武良 

原田雅弐 須藤隆 山下厚 

台湾旅行、楽しんで来ます 

 大網立子 榎本純子 石渡栄子  

 

出席報告 

渡辺 務 出席担当部長 

区分 会員数 出席 欠席 MUp 出席率 

今 回 31/29 23 6  79.31% 

前 回 31/26 17 8 2(1) 73.08% 

前々回 31/29 21 6 4(2) 86.21% 

MUp の括弧内は出席規定免除者の内数。 

 

 

桔梗 

 

嘉義訪問によせて 三枝一雄作 

 

 

 

編集後記 

今回の例会翌日、５月１２日より会員のご夫

人３名を併せて１０名の方々が台湾を訪問され

ました。よく言われることですが、たとえ国と

国の間には種々の問題が横たわっているとして

も、ヒトとヒトとの間はそれらとは無関係に、

一緒に語り、遊び、食べ、飲み、歌う（？）こと

等で強固な関係性を築き上げることが出来ます。 

富津中央ロータリークラブはここにまた民間

外交使節団としての大きな貢献を成し、新たな

歴史を刻んだ、ということです。 

 今から７年前に起きた宮崎の口蹄疫禍。私は

職業倫理上、牛や豚などの偶蹄類の家畜に致命

的な打撃を与えるこの疫病のウイルスに汚染さ

れる可能性がある地域には足を踏み入れること

ができません。ですから今しばらくはアジアの

多くの国々には行けそうもありません。 

これらの国々の防疫体制が整い、清浄国とな

った暁には是非外交使節団の一員に加えて欲し

いと願っています。      （山下 厚記） 

  


